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掲示物は大きめの紙（模造紙・A3 紙・B4 紙など）に調査した内容を視覚的に訴えて発表（情報を発信）

する方法。一度に大勢の人に見てもらうことができる。壁新聞もこのひとつ。 

 

◆ 準備するもの 

・紙（模造紙・A3 紙・B4 紙、白 or 色つき） 画用紙・色紙・厚紙 

・色鉛筆・サインペン・絵の具・マジック・定規･コンパス・のり・はさみ・セロテープ 

・ガムテープ（破れないように裏の周囲に貼っておく） 

・写真・スケッチ・標本・切り抜き用資料（パンフレット、新聞記事など）  など 

 

◆ 1 枚の紙に何を書くのか？ 

① テーマ 

② 所属・氏名 

③ （序論）動機 

④ （本論）調査方法・過程・予測や仮定 

⑤ （結論）調査結果・考察・まとめ・感想・今後の課題 

⑥ 参考資料 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おさえるポイントは 

「レポートを書こう」 

を参照 

掲示物でのまとめ方 

掲示物について 

 

掲示物作成のテクニック 

 

① テーマ                 

② 所属･氏名           

③ （序論）動機               

④ （本論）                  

イラスト スケッチ 写真 年表 

グラフ 表 切り抜き資料 標本 

参加コーナー  吹き出し 

⑤ （結論） 

⑥ 参考資料 

※多様な表現方法例 

① 参加型 

・しかけを作って読者を誘う。 

・扉をあけると答えがわかる。 
・ポケットをつける。 

・読者の意見をとりいれる欄を設置。 

シール(色分け)で YES、NO 

付箋に意見を書いてはってもらう 

② 半立体的に 

・別の紙（画用紙・厚紙）の使用。 

③ 小見出しの利用 

④ 新聞やパンフレット等の利用 

・切り抜いたものをはる。（コピー不可）

およその内

容がわかる 

興味をひく

表現 

レイアウトを 

工夫して、 

読みやすく 

多様な 

表現方法※ 

カラフルに 

目立つように 

・文章は簡潔に 

・文字は丁寧に 
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＜新聞の書き方＞       

・ 段組がある。 

・ 最初に結論を書いて説明→経過→補足 

・ 見出しで読ませる。 

・ 事実を書く。 

・ 文章はなるべく短く簡潔に。 

・ だれが（who）、いつ(when)、どこで(where)、何を(what)、どのように(how)をはっきりさせる。 

・ 写真、図、イラスト、カット、４コマ漫画、などを使って内容の理解度をアップさせる。 

・ 調べ学習でこの形式にまとめるときは、最後に「参考資料」の欄を設ける。 

 

 

 

壁新聞作成のテクニック 

 

 
写真 ★

★
★ 

新 

聞 
●
●
●
●
●
●
● 

そのほか新聞には「コラム」や

発行者の意見をまとめた「社

説」、読者の意見の「投書欄」、

「編集後記」などがある。 

発 行者（ 所属 ･

氏名） 

発行年月日 

号数  など 

題字 

記事の内容が

およそわかる

ような名前 

見出し 

記事の内容を短い

言葉で表したもの。 

リード文 

記事本文の前につけられた

その記事の概要 

キャプション 

写 真 の 説 明 文 の こ

と。絵解きともいう。写

真の脇に小さく載せ

る。 

カラフル・ 

簡潔・丁寧・ 

読みやすく 






